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●今年から始まった「あさち

ょこハッピー」最近は、ウナ

カメやエカイエで時々実施

されています。企画者の村松

広美さんにインタビュー！●

きっかけは？―去年まで中

野区広場事業の助成金をも

らって月 1 回産業振興センタ

ー保育室で「オープンスペー

ス」という名前で 6年間やって

いましたが、「乳幼児のママ」

の枠を外したくて、場所をカフ

ェに移しました。 カフェで開

催することで、乳幼児のママ

以外との交流を広げたかった

んです。●参加者反応は？

―ウナカメではウクレレやっ

エカイエは複数のオーナーでつ

くる共同の「カフェ」。育フェスや

エンガワ等のコミュニティの活動

の拠点にもなっています。 

●中野区上高田１－３４－１ 

電話０３－３３６０－３３３０ 

●毎年子ども・子育ての楽

しい街をめざしているイベ

ント。６年間続けることで

発足し、今年は四回目が終

了した。例年参加する団体

は４０以上、１５００人が

参加。●なかのＺＥＲＯ西

館を会場に、子育て支援、

アート、パフォーマンス、

遊びのテーマの４会場でコ

ーナー、ワークショップ、

講座が並ぶ。●イベント開

催時のみならず、年間を通

じて、プロジェクトを企画。

●その成果は中野区内の地

域とつながり、還元をめざ

し、少しずつ実践を重ねて

いる。 

 ２０１６年１２月１日発行                         中野まちのエンガワ・プロジェクト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

中野まちのエンガワ・プロジェクト、なかの育フェスへのお問合せ●Ｅメール／nakanoikufes@gmail.com●℡０９０－４７１２－９３１９（中村） 

 

12 月10 日(土) 

 10:00～12:00 

場所：エカイエ 

 

mailto:お問合せ●Ｅメール／nakanoikufes@gmail.com


たり、いろんな世代の人が来
ることもあるので、「いろんな
ご縁が広がって嬉しい」「気軽
に子供を連れて来られるの

が嬉しい」などの感想いただ
いてます。●エカイエでは12
月 8 日(木)10 時半～参加費
無 料 。 ど な た で も ！ ！     
から始めてみようと、遊びの
中にも「防災」の要素をくみ
いれて、みんなで、いきのび
る術を考えていこう！とい
う思いです。●育フェスでも
有用な実践例は取り入れて
行く予定。 

●１０月の江古田地区まつり
で「こどもまつりデチャレン
ジ」として隠しテーマを防災
にして、子どもたちがそれぞ
れ巡るコーナーのいろいろ
を企画しました。●第二弾と
して１２月４日(日)午後２時

～４時 江古田区民活動セン
ターと商店街同時開催で、
「子ども防災」のイベントに関
わっています。●今回は、初
めての参加なので、参加する
地域の方たちの反応や今後
の課題を見つけていく予定。 

 

 
おいでよ  
 
 

12 月 21 日(水) 
＠エカイエ 
12 時～20 時 
 ひといきカフェって 

人がいきかう・人をイキイキさせる・一息つく…を目

指して作っている「場」です。そんな場に集う人達、

「エカイエ村」住人の年に一度のフェスティバル。 

       歌あり、パペットシアターあり、演奏

あり、販売あり、食べ物あり！ 

       ★出展参加MT は１２月６日（火） 

        ２０時～＠エカイエ 

          

 

 

予告 

＜夫婦でスタートしたい子育て＞
学生時代の友人は里帰りして、ゆったり子育てしているみたい。
私の両親は高齢で頼れないし、夫の両親は働いているから頼れない。
たまに電話で相談しても、細かいことは忘れただの、何かといえば母乳が足りていないんじゃない？
というから最近は電話する頻度も減ってきた。
夫に相談しても「任せたから」「手伝うから」と父親ってこんなもの？？
もうすぐ始まる予防接種、どこの小児科で受けよう・・・。
誰か相談できる人いないかな～？？
～初めての育児、だれに相談する？～
高齢出産で祖父母に頼れない、その他いろいろな事情で、初めての赤ちゃんとの生活を
夫婦２人でスタートする家庭も増えています。
昔は大家族で、親戚にも赤ちゃんがいて、赤ちゃんとはどんなものか？を知る機会も多かったと
思うのですが、赤ちゃんを抱っこするのは自分の子が初めて！という方も少なくないのが現代です。
ただし親世代と育児の常識が変わっている点もあり、里帰りしても育児方針の違いで
衝突するケースもあります。日本独特の風習の里帰り出産は、父親が子育てのスタートに
参加できない弊害もあります。
相川梓＠なかの育マップ作成委員会e-mail: nakano.ikumap@gmail.com

3


	37_01
	37_02

